
令和５年度 学校経営方針 

諫早市立喜々津小学校 

 

 

１ 学校教育目標 

 

 

 

 

２ めざす学校像 

（１）子ども一人一人の意欲や創造性の伸長を図る学校 

（２）家庭・地域社会との相互理解・協力を図る学校 

そのために・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ めざす児童像  

 

キーワード 

 

（１）自ら学び、考え、表現しようとする子ども 

（２）友達の良さを認め、相手の気持ちを考えて行動する子ども 

   ・「ありがとう」「ごめんなさい」などが素直に言える。（１秒の言葉） 

（３）３つの「あ」ができる子ども 

   ① あいさつ・・・・諫早一気持ちのよいあいさつができる学校をめざす。 

② あつまり・・・・登校、集合、授業開始の時を守る。 

③ あとかたづけ・・整理整頓、トイレ後のスリッパを並べる。 

 
４ めざす教職員像 

（１）子どもの良さを引き出し、伸ばす教職員 

・認め、ほめるとともに、適切な助言を与えることにより、自己肯定感を高める。 

・めあてとまとめのある授業、「わかる！できる！」授業で学力を伸ばす。 

（２）学び続ける教職員    

・自らのキャリアに応じた自己目標設定と実践・検証 

・校内研修会や各種研修会への積極的な参加 

（３）共に働く教職員 

・全教職員が子どもの課題及び課題解決に向けた手立てを共有し、その達成をめざす。 

・学校運営への参画と協働的な働き方改革を推進する。（チーム喜々津小） 

・心身ともに健康で、ワークライフバランスを大切にする職場をめざす。 

「生き抜く力」の基盤を身に付けた児童の育成 

～児童を「伸ばす」ために総がかりで関わることを通して～ 

君たちは 伸びる！ 

子どもが意欲的・創造的に学ぶ

環境づくり 

学校を開き、学校・家庭・地域の

行動連携を活性化 

学びに向かう力、考え、表現する

力を向上 

○子ども一人一人の理解と特

別支援教育の充実 

○子ども自らの目標設定と体

験的活動の充実 

◯ＩＣＴ活用環境の整備と活

用機会の工夫 

○教師と子どもが笑顔になれ

る支持的風土の醸成 

○各種便り・ホームページ

による情報発信 

○家庭学習の工夫 

○地域人材・学習ボランテ

ィアの積極的導入 

○学校支援会議の実効化と

学校評価に基づく学校改

善 

◯読解力・コミュニケーシ

ョン力等の能力を高め

る全校的な取組 

○情報活用能力を高める

日常的な取組 

○各種学力テストの実施

と分析・活用 

○かしこい子       ○やさしい子      ○たくましい子 


